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	特集	 小児先天性皮膚疾患（仮）第40巻も12月号を迎えた．毎号のテーマ選びか
ら始まって，掲載する症例や論文をどのように構
成してゆくのかについての企画作業が一仕事であ
るが，ここまでおおむね順調に進んでいる．
年の暮れは一年を振り返ってみる時期でもある．

地震，台風など天変地異の多かった年であったこ
とから，恒例となっている今年の世相を表す一文
字漢字は「災」が適当であろうが，それでは暗いイ
メージになってしまう．本庶佑先生の本年度の医
学生理学ノーベル賞受賞という喜ばしいこともあ
り，明るい単語であって欲しいと願っている．
今月の特集は「皮膚に症状が出る小児感染症」で
ある．医学が進んでも，新しい感染症の出現があ
り，それに対する治療法の確立など感染症との戦
いは続いている．ことに伝染性疾患ではときどき
流行することを繰り返しており，感染症の発生状
況の把握が必要になる．また，小児特有の感染症
があり，忘れてはならない疾患である．掲載され
ている症例を参考にして日常の臨床に役立ててい
ただきたい．
来年は4月に天皇が退位されることになってお

り，元号が変わることになる．本誌も新しく魅力
のある雑誌を目指して変わらねばならない．引き
続きご支援，ご叱咤をお願いいたし，皆さまにお
かれましてはご自愛の上，よい年をお迎えくださ
い． （R.S.）
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